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昭和学士会誌　第78巻　第 3号〔 254-263頁，2018〕

看護学生が手術室見学実習を
意図的に臨むための教育的試み：第 3報
―手術室見学実習記録用紙を用いた学習効果―

昭和大学保健医療学部看護学科
大 滝 　周＊ 大木　友美 萩原　綾香

抄録：看護学生が生体侵襲を受ける患者を理解するための 1つの方略として，手術室実習の有
効性が報告されている．しかしながら，看護学生にとって手術室での実習は初めて見るものば
かりであるため，学習の視点を明確にすることができず重要な場面を見逃す，また看護師の説
明内容を理解することが難しいなどの課題を抱えている．このような看護学生が置かれた状況
に対し，筆者らは看護学生が意図的な思考で実習に臨むことができるように手術室見学記録用
紙（以下，記録用紙）を作成し，記録用紙を導入した．そこで本研究では，記録用紙の活用状
況および看護学生が感じた記録用紙を用いた手術室見学実習の効果について調査した．調査方
法は，106 名の看護学生に対して，記録用紙の活用に関する自記式無記名質問紙調査を行った．
分析方法は，単純集計および質的帰納的分析を行った．本研究は筆者らが所属する機関の倫理
委員会の承認を得た（no. 214）．看護学生 106 名中 77 名（回収率 73％）から回答を得た．本
研究の結果より，看護学生の記録用紙の活用状況として，77 名中 74 名（96％）の看護学生が
肯定的な回答を表す〔とても使いやすかった〕〔使いやすかった〕と回答し，看護学生が記録
用紙を肯定的に捉え，活用していたことが明らかとなった．また，記録用紙を用いた実習に関
する自由記述から得られた記述内容より，190 コード，35 のサブカテゴリー，11 のカテゴリー
を抽出され，『看護学生が感じた効果』『看護学生が感じた記録用紙のメリットとデメリット』
『看護学生が感じる手術室の環境』の 4つのテーマが明らかとなった．
キーワード：周手術期実習，手術室実習，看護学生，実習記録用紙

緒　　言

　2002 年に厚生労働省の「看護学教育の在り方に
関する検討会」では，基礎看護教育における臨地実
習に対し，看護実践能力を培うためにきわめて重要
であり，看護学生が大学内の授業において学んだ知
識・技術・態度の統合を図りつつ，看護援助の方法
を取得するための過程である1）と報告している．す
なわち臨地実習は，看護学生が看護実践能力を獲得
するために看護基礎教育の中で重要な役割を占めて
いるといえる．看護学教育カリキュラムにおける成
人看護学実習（急性期）では，急激な生体侵襲を受
ける患者やその患者への看護援助を理解するため
に，手術を受ける患者に焦点を当て看護展開する方
法がとられている場合が多い．医療の進歩や地域支
援の拡充等により手術を受ける患者が早期に社会復

帰できるようになってきた社会背景の中で，看護学
生らは急激な生体侵襲を受ける患者を短期間で理解
しなければいけない状況に置かれている．先行研究
では，成人看護学実習を行う看護学生は実習に対し
強い不安を感じ2），手術侵襲や麻酔侵襲により患者
の状態が日々変化することに対する患者理解のむず
かしさ3）や，多面的にアセスメントすることへの困
難感4）を抱きながら実習を行っていると述べられて
いる．このような環境の中で，看護学生が生体侵襲
を受ける患者を理解するための 1つの方略として手
術室実習の有効性5）が報告されている．また手術室
実習の効果として，看護学生は手術が及ぼす侵襲を
直に見て感じることにより，手術に及ぼす侵襲を現
実のものとして理解するができるという知識レベル
の学習経験がもたらされること6）や，看護学生自身
が術中に観察した事柄から術後の援助の観察を行う
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必要性が理解できる7）ことが挙げられている．しか
しながら，看護学生にとって手術室での実習では初
めて見るものばかりのため，学習の視点を明確にす
ることができず重要な場面を見逃す，また看護師の
説明内容を理解することが難しいなどの課題を抱え
ている．このような看護学生が置かれた状況に対
し，筆者らは看護学生が意図的な思考で実習に臨む
ことができるような手術室見学記録用紙（以下，記
録用紙とする）を作成8）し，記録用紙を導入した．
　そこで本研究では，記録用紙を用いた手術室見学実
習（以下，実習とする）が看護学生に及ぼす学習効果
について明らかにすることを目的とした．

研 究 方 法

　本研究の調査期間を2013年9月～2014年4月とし，
成人看護学実習（急性期）の成績が確定した後（実
習終了約1か月後），記録用紙を用いて実習を行った
看護学生に自記式無記名質問紙調査を実施した．
　1．調査対象者
　看護系A大学の成人看護学実習（急性期）成績
が確定した後の看護学生 106 名とした．
　2．調査内容
　1）自記式無記名質問紙の調査項目
　（1）記録用紙の活用状況
　記録用紙の活用状況に対し，〔とても使いやす
かった〕〔使いやすかった〕〔使いにくかった〕〔と
ても使いにくかった〕の 4件法で尋ねた．
　（2）記録用紙を用いた実習に関する記述
　記録用紙を用いた実習について自由記述欄に自由
に記述させた．
　2）看護学生が実習で用いた記録用紙
　本調査において用いられた記録用紙とは，看護学
生らが自ら意図的に考え，手術室で行われる実習を
臨むことができるように作成された8）ものである．
記録用紙は，A3 用紙 1 枚におさめられており，実
習における見学や観察ポイントが一目で理解できる
ように可視化され，見学や観察ポイントをチェック
する部分と学びを記述する部分で構成されている．
　3．分析方法
　分析対象は，本調査に同意が得られた 106 名中 
77 名とした．記録用紙の活用状況に関しては，
Microsoft Excel 2010を用いて単純集計を行った．記
録用紙を用いた実習に関する分析は，質的帰納的分

析法とした．自由記述の内容に関する記録を列挙し
た後，記述内容を繰り返し熟読し，文章の意味内容
をそこなわないように意味が読み取れる文節を分析
単位とし，コードとした．意味内容が類似するもの
を集め抽象度を上げ，サブカテゴリー，カテゴリー
の抽出を行った．質的帰納的分析は，信頼性と妥当
性を確保するために筆者らで複数回検討を行った．
　4．倫理的配慮
　調査対象者らに口頭で研究の概要を説明し，参加
は自由意志であること，参加の有無が学業成績に影
響しないこと，個人のプライバシーは厳守されるこ
と，研究結果が公表される場合においても個人が特
定されることがないことを説明した．同意は，自記
式無記名式質問紙の提出を持って承諾を得たことに
した．本調査は筆者らが所属する機関である倫理委
員会の承認を得た（no. 214）．

結　　果

　1．看護学生の活用状況
　看護学生 106 名中 77 名（回収率 73％）から回答
を得た．看護学生の記録用紙の活用状況として，
〔とても使いやすかった〕33 名（43％），〔使いやす
かった〕41 名（53％），〔使いにくかった〕1名（1％），
〔とても使いにくかった〕0名，無回答 2 名（3％）
であった．
　2．看護学生が感じた記録用紙を用いた実習の効
果について
　記録用紙を用いた実習に関する自由記述から得ら
れた記述内容より，190 コードが抽出された．徐々
に抽象度を高め分析した結果，35 のサブカテゴ
リー，11 のカテゴリーが抽出された．カテゴリー
は，3つのテーマ『看護学生が感じた効果』，『看護
学生が感じた記録用紙のメリットとデメリット』，
『看護学生が感じた手術室の環境』に分類された．
　以下，カテゴリーを【　】，サブカテゴリーを 
＜　＞，コードを「　」で示す．
　1）『看護学生が記録用紙を用いることで感じた効
果』（表 1）
　看護学生らは，記録用紙を用いる実習を＜見学し
やすくなる＞や「どのようなことに注意しながら見
学すればいいのかということがわかった．」という
ように＜見学するポイントが明確＞になったと感じ
ており，【手術室見学実習がしやすい：15 コード：
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表
1　
看
護
学
生
が
記
録
用
紙
を
用
い
る
こ
と
で
感
じ
た
効
果

カ
テ
ゴ
リ
ー

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

コ
ー
ド
（
抜
粋
）

コ
ー
ド
数
（
％
）

手
術
室
見
学
実
習
が
し
や
す
い

【
15
コ
ー
ド
：
7.9
％
】

見
学
し
や
す
く
な
る

見
る
べ
き
点
が
わ
か
っ
て
見
学
し
や
す
か
っ
た
．

 4
2.1
％

見
学
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
明
確

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
見
学
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
．

11
5.8
％

学
生
が
行
う
べ
き
，
観
察
す
べ
き
点
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
点
が
良
か
っ
た
．

見
学
が
効
果
的
だ
と
感
じ
る

【
13
コ
ー
ド
：
6.8
％
】

効
果
的
な
見
学
が
で
き
た

選
択
形
式
だ
っ
た
た
め
，
手
術
中
・
ス
ム
ー
ズ
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
．

 7
3.7
％

（
何
を
観
察
す
れ
ば
い
い
の
か
，
わ
か
り
や
す
か
っ
た
た
め
，）
効
果
的
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
た
．

学
び
を
得
た

手
術
見
学
で
は
学
ん
だ
こ
と
が
膨
大
に
あ
る
．

 6
3.2
％

（
真
っ
白
の
紙
に
学
ん
だ
こ
と
を
書
く
よ
り
も
）
観
察
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り
学
び
が
深
ま
っ
た
．

手
術
の
状
況
が
理
解
し
や
す
い

【
28
コ
ー
ド
：
15
.7％
】

手
術
の
流
れ
が
わ
か
り
や
す
い

手
術
の
手
順
通
り
に
記
録
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
，
手
術
の
流
れ
を
把
握
で
き
た
．

 5
2.6
％

視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
が
見
て
す
ぐ
わ
か
っ
た
．

 4
2.1
％

チ
ェ
ッ
ク
式
で
わ
か
り
や
す
い

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
何
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
り
や
す
か
っ
た
．

 4
2.1
％

理
解
し
や
す
い

項
目
別
に
な
っ
て
い
た
の
で
，
理
解
し
や
す
か
っ
た
．

10
5.3
％

実
際
に
現
場
に
行
っ
た
と
き
，
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
が
理
解
し
や
す
か
っ
た
．

看
護
師
に
質
問
し
や
す
い

チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
っ
た
た
め
，
指
導
者
に
何
を
質
問
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
や
す
か
っ
た
．

 5
2.6
％

記
録
用
紙
に
沿
っ
て
手
術
が
進
ん
で
い
き
，
担
当
看
護
師
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
た
．

事
前
に
実
習
の
準
備
が
で
き
る

【
6
コ
ー
ド
：
3.2
％
】

事
前
に
観
察
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る

ど
こ
を
注
目
し
て
見
学
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
っ
た
．

 5
2.6
％

術
前
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
観
察
す
れ
ば
よ
い
の
か
意
識
で
き
た

直
前
の
学
習
に
役
立
つ

直
前
の
学
習
時
に
役
立
っ
た
．

 1
0.5
％

観
察
す
る
視
点
が
明
確

【
33
コ
ー
ド
：
17
.4％
】

観
察
す
る
点
が
わ
か
り
や
す
い

何
を
観
察
す
れ
ば
い
い
の
か
，
わ
か
り
や
す
か
っ
た
．

 7
3.7
％

観
察
点
が
あ
る
た
め
わ
か
り
や
す
か
っ
た
．

着
眼
点
が
わ
か
り
や
す
い

見
る
ポ
イ
ン
ト
，
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
明
記
さ
れ
て
い
た
．

ど
こ
を
み
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
り
，
初
め
て
実
習
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
よ
か
っ
た
．

19
10
.0％

チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
っ
た
た
め
，
ど
こ
に
注
目
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
や
す
か
っ
た
．

活
用
し
や
す
い

手
術
室
見
学
で
見
る
べ
き
項
目
が
あ
っ
た
の
で
使
い
や
す
か
っ
た
．

 5
2.6
％

手
術
室
で
観
察
す
る
視
点
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
使
い
や
す
か
っ
た
．

看
護
師
の
役
割
を
理
解
で
き
る

看
護
師
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
．

 2
1.1
％

看
護
援
助
に
つ
な
げ
る

【
5
コ
ー
ド
：
26
％
】

注
意
し
て
観
察
で
き
た

（
見
な
く
て
は
い
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
）
注
意
し
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
．

 2
1.1
％

具
体
的
な
看
護
援
助
が
で
き
た

ま
た
こ
の
用
紙
を
見
る
「
じ
ゃ
ぁ
，
一
緒
に
や
っ
て
み
る
」
と
具
体
的
に
看
護
援
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
．

 3
1.6
％

看
護
師
が
指
導
に
活
用
す
る

【
17
コ
ー
ド
：
8.9
％
】

看
護
師
も
指
導
し
や
す
い

看
護
師
が
「
細
か
く
て
わ
か
り
や
す
い
」
と
い
っ
て
い
た
．

 4
2.1
％

看
護
師
も
や
り
や
す
か
っ
た
と
思
う
．

看
護
師
が
活
用
し
て
い
た

手
術
室
看
護
師
が
手
術
直
接
こ
の
用
紙
を
も
と
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
．

 7
3.7
％

看
護
師
さ
ん
も
そ
の
紙
を
見
て
何
を
説
明
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
確
認
し
て
い
た
．

看
護
師
と
一
緒
に
活
用
し
た

（
オ
ペ
室
の
ナ
ー
ス
も
）
一
緒
に
見
な
が
ら
，
わ
か
ら
な
い
点
を
教
え
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
．

 3
1.6
％

N
S
と
取
る
べ
き
情
報
が
共
有
で
き
る
．

活
用
す
る
上
で
の
看
護
師
へ
の
要
望

OP
E
室
の
外
回
り
ナ
ー
ス
が
教
え
て
く
れ
て
全
て
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
教
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
連
携
が
必
要

 3
1.6
％

※
質
的
帰
納
的
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
『
看
護
学
生
が
記
録
用
紙
を
用
い
る
こ
と
で
感
じ
た
効
果
』
に
つ
い
て
示
す
。
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7.9％】と捉えていた．また，「選択形式だったため，
手術中・スムーズに学習することができた．」と 
＜効果的な見学ができた＞，「観察するポイントが
わかり学びが深まった．」と＜学びを得た＞と看護
学生らは【見学が効果的だと感じる：13 コード：
6.8％】ことが明らかとなった．記録用紙を＜手術
の流れがわかりやすい＞＜視覚的にわかりやすい＞
＜チェック式でわかりやすい＞＜理解しやすい＞＜
看護師に質問しやすい＞というように，手術室の
【状況を理解しやすい：28 コード：15.7％】内容だ
と感じていた．看護学生らは記録用紙を実習中だけ
ではなく，＜事前に観察ポイントが分かる＞＜直前
の学習に役立つ＞と【事前に実習の準備ができる：
6コード：3.2％】と事前学習として活用していた．
＜観察する点がわかりやすい＞＜着眼点がわかりや
すい＞＜活用しやすい＞＜看護師の役割が理解でき
る＞というように【学習しやすい：33 コード：
17.4％】記録用紙だと感じていた．知識面だけでは
なく，＜注意して観察できた＞＜具体的な看護援助
ができた＞というように手術中の【看護援助につな
げる：5コード：2.6％】ことができていた．看護学
生らは＜看護師も指導しやすい＞＜看護師が活用し
ていた＞＜看護師と一緒に活用した＞と感じ，さら
に＜活用する上での看護師への要望＞を抱いてお
り，【看護師が指導に活用する：17 コード：8.9％】
効果があると感じていた．
　2）『看護学生が感じた記録用紙のメリットとデメ
リット』（表 2）
　看護学生らが，記録用紙を「書くことが明確化さ
れていてわかりやすかった」ように＜記述すべき内
容が明確＞で，「緊張していても書ける」というよう
に＜記述しやすい＞，また「その場で記録がほとん
ど終わるので良かった」と＜記録の負担が少ない＞
と記録用紙を【記述しやすい：17コード：8.9％】を
感じていた．一方＜用紙のサイズが使いづらい＞，
「たくさん書けない」ため＜記入欄が狭い＞，＜術
前の部分は記述しにくい＞と記録用紙を【記述しに
くい：21 コード：11.1％】と感じていた．また看護
学生らは「記録用紙を埋めることに集中してしまい
そうになる」ため＜記録に集中してしまう＞，「感
想欄が小さいので，発展的な内容まで気づけた人に
は窮屈かもしれない．」と＜自発的な気づきが減る＞，
＜記録用紙に欠点を感じる＞などの使用する上での

【デメリットを感じる：16 コード：8.4％】ことが示
された．また，「他に興味があることを書くことが
できる場所を設けてほしかった」ため＜記述欄がほ
しい＞，＜内容の追加を希望する＞，「A3 ではな
く，A4 が 2 枚だと書きやすい」と＜様式の改善を
希望する＞など【記録用紙への要望を抱く：14 コー
ド：7.4％】ことが明らかとなった．
　3）『看護学生が感じた手術室の環境』（表 3）
　看護学生は，＜緊張しやすい＞や「手術室という
場所のイメージが付きにくかった」というように 
＜イメージができない＞と感じており，手術室を
【非日常的環境：5コード：2.6％】と感じていた．

考　　察

　1．記録用紙を用いた実習が看護学生に及ぼした
効果
　1）『看護学生が感じた学生側の効果』について
　看護学生の記録用紙の活用状況として，否定的な
回答を示す〔使いにくかった〕あるいは無回答に対
して，77 名中 74 名（96％）の看護学生が肯定的な
回答を示す〔とても使いやすかった〕〔使いやすかっ
た〕と回答しており，看護学生が記録用紙を肯定的
に捉え，活用していたことが明らかとなった．これ
らは自由記述より抽出された【手術室見学実習がし
やすい】【見学が効果的だと感じる】というカテゴ
リーと併せて考えると，看護学生らは，手術室での
実習において記録用紙を肯定的なものとして活用さ
れていたことが推察できる．
　看護学生は手術室での実習に対し，手術室で今起
きている状況を理解できない上，いつもとは違う実
習環境に対してどのように実習を展開すればよいの
か戸惑い，困難感を抱く9）と報告されているが，本調
査では看護学生らは記録用紙を＜視覚的にわかりや
すい＞，＜手術の流れがわかりやすい＞や＜看護師
に質問しやすい＞と，記録用紙を用いることで【手
術の状況を理解しやすい】と感じていた．この要因
として，本記録用紙が手術室見学実習を効果的に実
施するために作成した手術室見学実習資料をもとに
作成8）されていたことが挙げられる．それは，手術
室見学実習資料の効果として，手術室見学実習資料
が簡潔明瞭に視覚的に表現されていることで，手術
室の経験がない看護学生でも容易に手術の流れを想
像できること10）が示唆されており，本記録用紙に
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表 2　看護学生が感じた記録用紙のメリットとデメリット

カテゴリー サブカテゴリー コード（抜粋） コード数 （％）

記述しやすい
【17 コード：8.9％】

記述すべき内容が明確
書くことが明確化されていてわかりやすかった．

 7 3.7％
どういう点に着目して書けばよいかがわかりやすかった．

記述しやすい

時間の流れで記入できるようになっている．

 8 4.2％体位や麻酔の挿入部位を書くときに，実際に図がのって
いて，書きやすかった．

緊張していても書ける．

記録の負担が少ない その場で記録がほとんど終わるのが良かった．  2 1.1％

記述しにくい
【21 コード：11.1％】

記入欄が狭い

感想（学び）を書く欄が小さい．

12 6.3％たくさん書けない．

欄が小さい．

用紙サイズが使いづらい
A3サイズで折り曲げるところまで印刷があって記入しに
くかった．  7 3.7％
用紙サイズが大きい．

術前の部分は記述しにくい 術前に書くところは，朝一のオペだと患者さんとほとん
ど接することができず書くのが難しい．  2 1.1％

デメリットを感じる
【16 コード：8.4％】

記録に集中してしまう 記録用紙を埋めることに集中してしまいそうになること
があった．  3 1.6％

自発的な気づきが減る

視点が記録用紙の身になってしまう為，自分で考えるの
かが少なくなってしまった．

 7 3.7％
感想欄が小さいので，発展的な内容まで気づけた人には
窮屈かもしれない．

記録用紙の欠点を感じる
項目が多いように感じる

 6 3.2％どこにチェックをつけていいのかわかりにくいところが
あった．

記録用紙への要望を抱く
【14 コード 7.4％】

記述欄がほしい

他に興味があることを書くことができる場所を設けてほ
しかった．

 8 4.2％
体温管理の重要性とかも話してくれたので，メモできる
ところが少しあるとよかったです．

内容の追加を希望する 「手術終了～退室」のところにある＜挿入物＞の図に背中
側の図があるとよい．  2 1.1％

様式の改善を希望する
各部分とチェックする部分を分けるといいのでは？

 4 2.1％
A3 ではなく，A4が 2枚だと書きやすい．

※質的帰納的分析から得られた記録用紙を用いた実習で『看護学生が感じた記録用紙のメリットとデメリット』について示す。

表 3　看護学生が感じた手術室の環境

カテゴリー サブカテゴリー コード（抜粋） コード数 （％）

非日常的環境
【5コード：2.6％】

緊張しやすい
手術室は緊張しやすい環境だった．

 2 1.1％
なかなか術中看護師さんに話しかけづらい．

イメージできない

手術室の慣れない環境（でも何を見たらいいのかわかり
やすいと思った．）

 3 1.6％手術室という場所のイメージが付きにくかった．

初めての手術室でわからないことも多かった．

※質的帰納的分析から得られた記録用紙を用いた実習で『看護学生が感じた手術室の環境』を示す。
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おいても手術の流れが看護学生の視点で分かりやす
く，視覚的に表現されていたことによって特殊な環
境11）と表現される手術室での状況を理解すること
ができたと考えられる．また＜看護師に質問しやす
い＞と感じており，看護師に質問することで状況の
理解が促進されていた可能性もある．
　看護学生らは記録用紙を実習中だけではなく【事
前に実習の準備ができる】と事前学習に活用してい
た．手術室見学実習資料10）でも事前学習のツール
として使用されており，本調査でも手術室見学実習
資料の効果と同様に事前学習をする上で具体的に何
をすればよいのか考え，ポイントを絞った学習でき
るツールとなっている可能性がある．
　看護学生が感じた効果として分類したコードの中
で，カテゴリー【観察する視点が明確】は 190 コー
ドの 17.4％を占めており，最も多いコード数となっ
ていた．米田らは，看護学生らが抱く手術室のイ
メージは漠然としており，手術看護や看護師の役割
を理解することは難しい12）と報告しているが，本
調査の結果では記録用紙を＜観察する点がわかりや
すい＞＜着眼点がわかりやすい＞と感じており，記
録用紙が手術室での必要な観察点や着眼点などの見
学する視点が明確に表現されていたことといえる．
これらにより，本記録用紙が看護学生にとって学習
しやすいツールとなっていたことが推察される．ま
た手術室における学習視点を具体的に示し，看護学
生が手術室での実習を行う効果として，先行研究で
学生の内発的動機付けの機会になっている可能性6）

が示唆されており，記録用紙を用いることで手術室
での実習に対する内的動機づけに繋がっている可能
性が考えられる．
　これまでの先行研究では，手術室での実習は看護
基礎教育では専門性が高すぎる領域のため，少なく
とも現状では見学に留まることが適切ではないかと
考える13）という意見や学生が手術見学をしている状
況は，いわば，手術室におけるチーム医療の蚊帳の
外であり，主体的に手術室における手術看護に関わ
ることは難しく14），見学が主となり結果として実践
的な実習を行うことは不可能である14）という意見が
報告されているが，本調査では記録用紙を用いた実
習を通して看護学生らが＜注意して観察できた＞ 
＜具体的な看護援助ができた＞と手術中の【看護援
助につなげる】ことができたことが明らかとなっ

た．これらは本記録用紙を用いた実習が，見学だけ
に留まらず実践的な実習に繋がったといえ，看護学
生が自ら発展的な学習を促進するきっかけとなって
いる可能性が推察できる．
　本調査では，【手術室見学実習がしやすい】【観察
する視点が明確】や【手術の状況理解しやすい】な
ど肯定的なカテゴリーが多く抽出されたが，その一
方で看護学生が感じる手術室の環境として先行研 
究13-16）で報告されているように＜緊張しやすい＞や
＜イメージできない＞と感じており，看護学生に
とって手術室は【非日常的環境】であることも明ら
かとなった．
　以上をまとめると，手術室での実習において記録用
紙が看護学生に肯定的なものとして活用されていたこ
とが明らかとなった．本記録用紙が看護学生にとって
記録用紙が学習しやすいツールとなり，実習が見学だ
けに留まらず実践的な実習に繋がっており看護学生が
自らの発展的な学習を促進するきっかけとなっている
ことが推察される．記録用紙が事前学習および実習で
の見学や看護援助で活用されたことで，いままでイ
メージしがたかった手術室で提供されている看護を概
念的なレベルから具体的な実践レベルへと学びの深化
となっている可能性が示唆された．
　2）『看護学生が感じた指導者側の効果』について
　看護学生が指導者側に感じた効果として，【看護
師が指導に活用する】効果があると感じていた．看
護学生らが手術室という特殊な環境の中で，自分の
居場所もわからず常に緊張の中11）におり，手術室看
護師に対して手術が進行している中での声をかける
タイミングがわからない15）ことや思っていることが
うまく伝えられない11）などという状況の中で，効果
的な教育のために手術室看護師のリアルタイムでの
指導の重要性11）が示唆されている．本調査の＜看護
師も指導しやすい＞＜看護師が活用していた＞ 
＜看護師と一緒に活用した＞＜活用する上での要望＞
という結果より，手術室看護師が看護学生に対して
教育的な関わりをしていたことが推察される．
　手術室での実習は，看護学生と指導者間の専門的
知識や患者を支援する情報の差より相互関係が成立
しにくい可能性16）が示唆されているが，記録用紙
を手術室看護師と一緒に活用することで記録用紙と
いう媒体を通して目の前で行われている事柄を共通
認識し，さらに相互関係の構築に繋がる可能性が考
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えられる．また筆者らが本記録用紙を用いた指導が
実習指導者に及ぼした効果17）について調査した際，
『手術室看護師が感じた指導者の効果』17）だけでは
なく，『手術室看護師が感じた学生側の効果』17）が
あることが明らかとなった．本調査においても，
『看護学生が感じた学生側の効果』だけではなく『看
護学生が感じた指導者側の効果』があることが示唆
されており，看護学生と指導者は互いに相手の立場
のことを考えながら実習を行っている推察された．
　以上をまとめると，看護学生が指導者側に感じた
効果として【看護師が指導に活用する】効果がある
と感じており，手術室看護師が看護学生に対して教
育的な関わりをしていたことが推察された．また，
記録用紙を手術室看護師と一緒に活用することで記
録用紙という媒体を通して目の前で行われている事
柄を共通認識し，さらに相互関係の構築に繋がる可
能性が考えられる．
　2．看護学生が感じた記録用紙のメリットとデメ
リットについて
　看護学生にとって手術室での実習とは，強い緊張
を伴い過去に体験したことのない治療場面を直視す
る衝撃9）や声をかけるタイミングがわからない15）

と言われている環境であり，さらに手術室は専門性
が高い領域のため手術に関連する特殊な専門用語が
多く使用されるため，看護学生が正しく聞き取れな
いまたは聞き逃すなどの問題を抱えている可能性が
推察できる．しかし本調査結果では看護学生らが記
録用紙を「書くことが明確化されていてわかりやす
かった」，「緊張していても書ける」と＜記述すべき
内容が明確＞で【記述しやすい】記録用紙と捉えて
おり，看護学生自身が学ぶべき事柄を理解しながら
実習を進めていた可能性が推察できる．また看護学
生は数時間の手術室での実習の直後には患者の術後
合併症の観察や術後の看護援助が求められる．記録
用紙を用いた看護学生は「その場で記録がほとんど
終わるので良かった」と＜記録の負担が少ない＞と
感じており，記録用紙を用いることで実習記録に感
じる負担が軽減するとともに，手術室実習での学習
を手術室内で完結することで術後の看護に関する学
習に集中できる可能性が示唆された．
　一方＜用紙のサイズが使いづらい＞，「たくさん
書けない」ため＜記入欄が狭い＞，＜術前の部分は
記述しにくい＞と記録用紙を【記述しにくい】と感

じており，記録用紙の形態に対する思いを抱いてい
たことが考えられる．また「記録用紙を埋めること
に集中してしまいそうになる」ため＜記録に集中し
てしまう＞，「感想欄が小さいので，発展的な内容
まで気づけた人には窮屈かもしれない．」と＜自発
的な気づきが減る＞や「見学することと実践するこ
とのはっきりした違いがわからなかった．」と＜記
録用紙に欠点を感じる＞ように，記録用紙を使用す
る上での【デメリットを感じる】ことが明らかとな
り，看護学生自らが自身の学習するための環境につ
いて考えている可能性が考えられる．これは，本調
査で明らかとなった記録用紙に対して「他に興味が
あることを書くことができる場所を設けてほしかっ
た．」と＜記述欄がほしい＞と希望することや＜内
容の追加を希望する＞など【記録用紙への要望を抱
いている】というカテゴリーからも支持できる．ま
た先行研究において手術室見学実習では看護師の責
任範囲において学生は看護師とともに実践に参加
し，その実践の中で学生自身が意味を獲得していく
という学習がなされている18）と述べられており，
どのような環境においても看護学生は自らを学習す
るための意味づけを行っていることが推察できる．
　以上をまとめると，＜記述すべき内容が明確＞で
＜記述しやすい＞かつ＜記録の負担が少ない＞とい
う理由より【記述しやすい】と感じており，本記録
用紙が視覚的に看護学生の学習すべき事柄が表現さ
れていたツールであることが示唆された．一方【記
述しにくい】という記録用紙の形態に対する思いを
抱いていたことや記録用紙を使用する上で【デメ
リットを感じる】ことが明らかとなり，看護学生が
学習するための環境について考えている可能性があ
る．またどのような環境においても看護学生は自ら
を学習するための意味づけを行っていることが推察
できる．
　3．記録用紙の改訂と今後の課題
　本調査では，手術室見学実習での看護学生の記録
用紙の活用状況を明らかにするとともに，看護学生
が感じた記録用紙を用いた実習の効果を調査した．
本調査では，記録用紙を用いた実習は，調査対象者
の 96％が肯定的な回答があり，＜記録用紙に欠点
を感じる＞という意見があるものの概ね記録用紙の
内容に関して否定的な意見は見られなかった．しか
しながら，記録用紙の＜記入欄が狭い＞ことや＜用
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紙サイズが使いづらい＞など記録用紙の形態に対す
るデメリットがあげられていた．筆者らは本調査の
結果を受け，本記録用紙の内容をもとに，入室時か
ら退室時までの流れと手術室での見学ポイントが一
目で理解できるチェックリスト化した記録用紙
（A4 両面 1 枚）と，見学終了後に学びを振り返る

記録用紙（A4 片面 1 枚）の 2部構成に改訂をする
こととした（図 1）．看護学生の意見を反映させた
改訂した記録用紙を用いることで，学習の向上が図
れる可能性がある．今後の課題として，改訂した記
録用紙に関する看護学生の活用状況および記録用紙
を用いた実習が看護学生に及ぼす効果を客観的に測

図 1　手術室見学実習記録用紙の改訂版
筆者らが本調査の結果を受け，本記録用紙を改訂したものである．
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定することで，よりよい手術室での実習を検討する
ための基礎的資料となると考える．
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AN EDUCATIONAL TRIAL TO CARRY OUT THE OPERATING  
ROOM PRACTICE OF NURSING STUDENTS : PARTⅢ  
― EFFECTS OF OPERATING ROOM PRACTICE OF  
NURSING STUDENTS USING “OPERATING ROOM  

PRACTICE RECORDING PAPER”―

Amane OTAKI, Tomomi OHKI and Ayaka HAGIWARA
Department of Nursing, Showa University School of Nursing and Rehabilitation Sciences

　Abstract 　　 It has been reported that operating room practice is effective for nursing students to 
understand patients undergoing surgery.  However, for such operating room practice for nursing 
students the following points must be resolved : 1） nursing students cannot clarify the point of view of 
learning by operating room practice, and 2） it is difficult for nurses to understand the explanation of the 
study content.  We created and introduced “operating room practice recording paper” to carry out the 
operating room practice of nursing students.  The aim of this study was to assess the situation of nursing 
practice using the “operating room practice recording paper” and to evaluate the effect of the use of 
recording paper for nursing students’ study.  We conducted a survey on the practice of using “operating 
room practice recording paper” for 106 nursing students.  The data was analyzed by simple tabulation 
and qualitative analysis.  This research was approved by the ethics committee which is the organization 
to which the authors belong （No. 214）.  We obtained responses from 77 nursing students （response rate 
73％）.  The results of this study clarified the following : 96％ of nursing students answered ［very easy to 
use］ or ［easy to use］, and the nursing students felt that it was positive to use the recording paper.  
Further, we extracted 190 codes, 35 sub-categories, and 11 categories from the words obtained in the 
description about the practice of using recording paper.  Regarding the effect of the use of recording 
paper for nursing students’ study the following were identified : “The nursing student’s assessment of the 
effect”, “The nursing student’s impression of the merit and demerit of the recording paper” and “The 
nursing student’s impression of the operating room environment”.
Key words :  perioperative practice, operating room practice, nursing students, recording paper
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